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こんにちは。立教大学ボランティアセンターメールマガジン 2月 17日号です。 
学年末試験が終了し、いよいよ春休みですね。これから約１ヶ月半程度、まとまった長

期休暇を取れるのは、大学生の今だけ！ということで、「今までやったことがないことに

チャレンジしてみたい」と相談する声がボランティアセンターにも増え始めました。 
コロナ感染者数の高止まりが続き、依然対面でのボランティア活動は難しい状況ではあ

りますが、本メルマガでもオンラインでボランティアについて学んだり、人とつながった

りする機会のあるイベントやセミナーを紹介しています。同じテーマに関心を持つ他大学

の学生や社会人との接点を作ることは、今後何かを始めるためのよい経験になると思いま

す。 
授業やレポートで忙しい毎日を送ってきたみなさんにとって、春休みはまとまった時間

を取ることができるチャンスです。みなさん自身にとって有意義な時間を過ごすことがで

きるよう、私たちボランティアセンターのスタッフも応援していますので、気軽にご相

談・ご連絡ください♪ 
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================================================================== 

（１）ボランティアセンターからのお知らせ 

================================================================== 

 

【RSLセンター＆ボランティアセンター協同企画のお知らせ（2/25締切）】 

正課教育（RSL センター）と正課外教育（ボランティアセンター）では、日頃、みなさ

んの関心も高く、実際に大学生が多く活躍している社会的活動の一つ、「学習支援」がテ

ーマの協同企画への参加者を募集しています。 

専門家のゲストスピーカーによる池袋地域の社会的課題や取り組みに関する講演の後、

参加者同士で意見交換をしながら、社会的課題に対して「大学生ができること」について

考えます。詳細は、立教時間、各センターの SNS にてご確認ください。「なにか大学生ら

しいことにチャレンジしてみたい。」と漠然とした思いを抱いているみなさん、一歩踏み

出すチャンスです！ぜひご参加ください。 

 



「学生ができる社会活動(入門編)―池袋地域の学習支援事業の実際を知ろう！―」 

第Ⅰ部 ゲストスピーカーに松宮徹郎氏による講演 

第Ⅱ部 参加学生同士の意見交換、松宮氏との交流（Zoom セッション） 

 

■日時：2022年 3月 3日（木） 13：00～15：00 オンライン開催（Zoom） 

定員 30 名（対象者：本学学生・大学院生） 

  

※申込み URL➡ https://forms.gle/aHRwbNk3pnStMHHN7 

 

■問い合わせ先 

▸ RSLセンター： rsl@rikkyo.ac.jp 

   ▸ ボランティアセンター： volunteer@rikkyo.ac.jp 

 

 
 

【新型コロナウイルス感染拡大防止に伴うボランティア活動について(1 月 25日更新）】 

1月 25 日（火）に本学の活動制限指針（課外活動）がレベル 2に引き上げられました。 

オンラインでの活動を強く推奨し、原則対面による課外活動を禁止しますが、感染拡大

に最大限の配慮をすることを条件とした活動予定フォームを学生部・ボランティアセンタ

ーに提出することにより、対面による課外活動を認めます。 

対面によるボランティア活動を行ううえでの注意点は、下記リンクのとおりです。本学

の『課外活動マニュアル』に基づき、適切な行動を行うことが求められますので、必ず確

認してください。 

 

https://spirit.rikkyo.ac.jp/volunteer/activities/SitePages/covid19.aspx 

 

※ボランティアサークルのみなさんへ 

3 月 8 日（火）に予定していたボランティアサミットは、新型コロナウイルス感染症状

況を鑑みて、オンライン開催に決定しました。詳細は、各学生ボランティアサークルの代

表・副代表にお知らせしていますので、ご確認ください。 

 

================================================================== 

（２）ボランティアセンター新着図書情報 

================================================================== 

【今年度新しく購入した書籍が届きました！】 
池袋・新座各キャンパスのボランティアセンターには、図書コーナーがあり、ボランテ

ィアや福祉に関係のある内容をはじめ、日頃のみなさんの相談の内容などから、興味・関

心の高いものを選んで配置しています。 
新着図書は、「大学時代をどんなふうに過ごすか？」「オンラインでの活動をどう工夫

するか？」「バリアやバリアフリーについてもっと考えたい。」という複数の声を反映し

た内容の本になっています。他にも、ボランティアへの考え方に関する内容、また、子ど

もの支援、国際協力、震災復興支援などの多岐に渡るボランティアに関する本をそろえて

https://forms.gle/aHRwbNk3pnStMHHN7
mailto:rsl@rikkyo.ac.jp
http://volunteer@rikkyo.ac.jp
https://spirit.rikkyo.ac.jp/volunteer/activities/SitePages/covid19.aspx


います。 
貸出を希望する方は、ボランティアセンターまでご連絡ください。また、こんな本があ

ったらいいなと思うものがあれば、遠慮なくスタッフにご相談ください。 
 

～新着図書のリスト～ 
※現在の所蔵キャンパスを記していますが、リクエストに応じてキャンパス間を移動します。  

タイトル 著者 出版社 

池袋 自由であり続けるために 20 代で捨てるべき

50 のこと 
四角大輔 サンクチュアリ

出版 
池袋 君たちはどう生きるか（漫画） 吉野源三郎  マガジンハウス 

池袋 「大学時代」自分のために絶対やっておきた

いこと 
千田琢哉 三笠書房 

池袋 20 代にしておきたい 17 のこと 本田健 大和書房 

池袋 ボランティアってなんだっけ? 猪瀬浩平 岩波書店 

池袋 もしあと 1 年で人生が終わるとしたら?  小澤竹俊  アスコム 

池袋 スマホ脳 アンデシュ・ハンセン 新潮新書 

池袋 対話のことば オープンダイアローグに学ぶ

問題解消のための対話の心得 
井庭崇 長井雅史 丸善出版 

池袋 そのまま使えるオンラインの場づくりアイデ

ィア帳 
ワークショップ探検部 翔泳社 

池袋 知のスイッチ：「障害」からはじまるリベラ

ルアーツ 
京都大学学生総合支援セ

ンター 
岩波新書 

池袋 マンガで考える障害者と社会の壁 三島亜紀子 生活書院 

池袋 共に生きるための人間関係学「自立」と「つ

ながり」のあり方 
畠中宗一（編集） 金剛出版 

池袋 フードバンクという挑戦 貧困と飽食のあい

だで 
大原悦子 岩波新書 

池袋 人新世の「資本論」 斎藤幸平 集英社新書 

池袋 対話型ファシリテーションの手ほどき 中田豊一 ムラのミライ 

池袋 知のバリアフリー: 「障害」で学びを拡げる 嶺重 慎, 広瀬 浩二郎他 京都大学学術出

版会  
新座 自炊男子 佐藤剛史 現代書林 

新座 自転しながら公転する 山本文緒 新潮社 

新座 苦しかったときの話をしようか 森岡毅 ダイヤモンド社 

新座 誰もが人を動かせる!  森岡毅 日経 BP 

新座 「国際協力」をやってみませんか?: 山本敏晴 小学館 

新座 ぼくはイエローでホワイトでちょっとブルー

2（続編） 
ブレイディみかこ 新潮社 

 
================================================================== 

（３）陸前高田サテライト・東日本大震災復興支援関連情報 

================================================================== 
みなさん、こんにちは！陸前高田サテライト事務局です。 

 もうすぐ東日本大震災から 11年を迎えます。東日本大震災を受け、立教生はどのような

想いでどのような活動を行ったのかを振り返ってもらいました。 
 
*:・゜。*:・゜*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*: *:・゜。*:・゜*:・゜。 

大学生になったら、もう一度東北へ       
西脇舞子（文学部 3 年） 

https://www.amazon.co.jp/%E5%90%89%E9%87%8E%E6%BA%90%E4%B8%89%E9%83%8E/e/B001I7O014/ref=dp_byline_cont_book_1
https://www.amazon.co.jp/%E5%8D%83%E7%94%B0-%E7%90%A2%E5%93%89/e/B004LVMS0O/ref=dp_byline_cont_book_1
https://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_1?ie=UTF8&field-author=%E7%8C%AA%E7%80%AC+%E6%B5%A9%E5%B9%B3&text=%E7%8C%AA%E7%80%AC+%E6%B5%A9%E5%B9%B3&sort=relevancerank&search-alias=books-jp
https://www.amazon.co.jp/%E5%B0%8F%E6%BE%A4-%E7%AB%B9%E4%BF%8A/e/B06XJ1XDHD/ref=dp_byline_cont_book_1
https://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_1?ie=UTF8&field-author=%E3%82%A2%E3%83%B3%E3%83%87%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%83%BB%E3%83%8F%E3%83%B3%E3%82%BB%E3%83%B3&text=%E3%82%A2%E3%83%B3%E3%83%87%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%83%BB%E3%83%8F%E3%83%B3%E3%82%BB%E3%83%B3&sort=relevancerank&search-alias=books-jp
https://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_1?ie=UTF8&field-author=%E4%B8%AD%E7%94%B0%E8%B1%8A%E4%B8%80&text=%E4%B8%AD%E7%94%B0%E8%B1%8A%E4%B8%80&sort=relevancerank&search-alias=books-jp


*:・゜。*:・゜*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*:・゜。*: *:・゜。*:・゜*:・゜。 
 
私は、震災当時、宮城県仙台市に住んでいました。しかし、私は当時小学校 4 年生だっ

たため、事の重大さをよく理解していませんでした。また、その後すぐに関東地方に引っ

越してしまったため、東日本大震災はテレビの中の出来事と化してしまいました。一方、

時間が経つにつれて、仙台や東北で過ごした日々が楽しかったこと、震災後の状況をよく

知らないまま引っ越してきてしまったモヤモヤが、なんとなく自分の心の中に残っていま

した。その中で、「大学生になって自由な時間ができたら、もう一度東北に足を運びたい」

と思うようになりました。そして、東日本大震災の復興支援団体で、2011 年の震災直後か

ら現地での活動を続けてきた東日本大震災復興支援サークルである Frontiers に入ること

を決めました。Frontiers の活動の中で印象に残っている出来事が二つあります。 
一つ目は、2019 年 8 月に行った「唐桑ツアー」です。このツアーでは、宮城県気仙沼市

の唐桑半島、岩手県陸前高田市を中心に、現在の町の様子を視察したり、その地に暮らす

人々からお話を聞いたりしました。実際に身近な方々を亡くされた方、仮設住宅での暮ら

しを経験された方から震災当時の話を聞くのは初めてだったので、正直に言うと、聞いて

いて辛くなることもたくさんありました。しかし、話をして下さる方は、辛い経験だけど、

今後に伝えていかなければいけないという思いで、言葉にして届けてくれました。だから

こそ、皆さんの経験が今後に生かされるもので無ければならないという思いで、ブログや

SNS での発信活動を行いました。また、このツアーの中で特に印象に残っていることが、

現地の皆さんがとても明るかったことです。私たちがボランティアとして出向いているは

ずなのに、「来てくれるだけでいいよ」と言って温かく迎えて下さるみなさんに、逆にた

くさん元気をもらいました。 
二つ目は、2021 年 12 月に行った「『気仙・辺辺の四季』を訪ねて」というプロジェク

トです。こちらは、岩手銘菓の「かもめの玉子」で有名な、さいとう製菓株式会社が 2018
年に発行した『気仙・辺辺の四季』という本をもとに、Instagram で若者向けに気仙地域

の観光コンテンツを作成するプロジェクトです。まず、コロナ禍の活動ということもあり、

東北に足を運ぶことが難しかった中、多くの方の協力を得て現地での活動を行いました。

また、『気仙・辺辺の四季』に掲載されている情報はニッチなものが多く、どうすれば若

者の目を引くかという点でたくさん話し合いを行いました。さらに「唐桑ツアー」の時と

は異なり、震災から少し離れた目線で、観光という観点から陸前高田の魅力を見つめ直す

ことが出来たため、とても良い経験になりました。 
こうした活動はこれまで「被災地」という言葉で一括りにしてしまっていた地域を、そ

の土地の人々や自然などの魅力とともに認識するきっかけとなりました。また、東北のこ

とがもっともっと大好きになりました。そしてお会いした方々の力強い生き方と明るい人

柄を私も見習わなければならないと思いました。また、今後も「東日本大震災」をはじめ、

日本で発生する災害はすべて自分事と捉える必要があることを学びました。「自分の命は

自分で守る」、「一人一人が防災意識を高めれば命は助かる」ということを忘れずにいた

いと思います。 

  
左：西脇舞子さん。右：唐桑ツアーで出会った地元の方々と。 
 
※「『気仙・辺辺の四季』を訪ねて」 
岩手大学と立教大学が共同運営する陸前高田イタルトコロ大学の公式プロジェクト。

「『気仙・辺辺の四季』を訪ねて」公式 Instagram で西脇さんたちが作成したコンテンツ



を発信していきます！また、イタルトコロ大学公式 Facebook では同プロジェクトに参加

した学生の皆さんの訪問記も掲載していきます。 
https://www.instagram.com/kesen_adarihodori_no_shiki/ 
https://www.facebook.com/rtgc.jp 
 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
＊お問合せ 立教大学陸前高田サテライト事務局 rrs@rikkyo.ac.jp 
＊陸前高田サテライトの取り組みを発信中 
公式 Instagram（@rikkyo_rrs）https://www.instagram.com/rikkyo_rrs/ 
＊『陸前高田プログラムガイド』 
https://spirit.rikkyo.ac.jp/rikutaka/SiteAssets/program_guide.pdf 
 
================================================================== 

（４）オンラインで参加できるボランティア・イベント等の紹介 

================================================================== 
※ボランティアセンターHP にあるボランティア募集情報＝ボランティアナビは、只今休止中です。 
 
【子ども食堂 IKEBUKURO TABLE よりオンラインミーティングのお知らせ】 

國井さんと話そう ～ボランティア活動をはじめたい若者へ～（オンライン開催） 

子ども食堂 IKEBUKURO TABLE を主宰する國井さん（立教大学大学院 21 世紀社会デザイン

研究科 博士前期課程修了生）から、子ども食堂の運営経験談を聞いたり、ボランティア

活動への質問もできます。 

■開催日時：2月 26 日（土）19:00～（約 1時間） 

■対象：ボランティア活動に関心のある方。学生歓迎！ 

詳細はこちら→ https://unicahier.com/nisiikekids/2022/02/10/kuniisan/ 

■参加申し込みフォーム https://forms.gle/xB7vNmWNscKdzzDq5 

 

【『千古里の空とマドレーヌ』10日間限定オンライン配信のご案内】（ピーストゥリー・

プロダクツ） 

■期間：2022年 3月 4日（金）19:00～3月 13 日（日）24:00 

■料金：一般コース：1,300円／学割コース：1,000円（高校生以下を含む学生全般）／ 

字幕コース：1,000円（バリアフリー日本語字幕付き） 

 

https://chikorinosora.wixsite.com/peacetree/streaming 

 

東日本大震災の津波で被災した宮城県南三陸町を舞台に描かれる、夢を追うパティシエ

家族と彼を応援するボランティアたちの物語。被災からのお菓子作りを再開したパティシ

エ・長嶋涼太さんの震災 1年後の葛藤を軸に、被災地における「支援・被支援」のあり方

や「ボランティア」のあり方を問いつつ、どのような「中」と「外」の人の交わりが現在

の町の復興を支えてきたのかを見つめていきます。 

「あのとき、誰かのために動きたいと思ったすべての人に贈るドキュメンタリー」とし

て、支援・被支援の現場で活動しているすべての人に観ていただきたい内容です。 

 

【（Gakuvoより）各種オンラインセミナー募集のお知らせ】 

大学生のボランティアライフを豊かにする各種オンラインセミナーへの参加者募集中！ 

https://gakuvo.jp/event/event-seminar/ 

 

（セミナー内容抜粋） 

◆学生（ボラ）のためのスタッフ研修 その１ プレゼン力を磨く 

◇ボランティア興味ゼロの聞き手の共感を呼ぶプレゼンの仕方 

「いつも同じメンバーで活動していて広がりが無い」「新入生が入ってこない」 

そんな悩みを抱えている学生向けにプレゼンについての講義とトレーニングで学びます。 

https://www.instagram.com/kesen_adarihodori_no_shiki/
https://www.facebook.com/rtgc.jp
mailto:rrs@rikkyo.ac.jp
https://www.instagram.com/rikkyo_rrs/
https://spirit.rikkyo.ac.jp/rikutaka/SiteAssets/program_guide.pdf
https://unicahier.com/nisiikekids/2022/02/10/kuniisan/
https://forms.gle/xB7vNmWNscKdzzDq5
https://chikorinosora.wixsite.com/peacetree/streaming
https://gakuvo.jp/event/event-seminar/


 

◎日 時：2022年 2 月 24 日(木)14:00-17:00 

◎場 所：オンライン(Zoom利用)／無料 

 

◆学生（ボラ）のためのスタッフ研修 その２ キャリアを考える 

◇活動経験とキャリアデザインを繋ぐ方法 

－ボランティア・社会活動経験はキャリアデザインにどのように活かされるのか？ 

大学を卒業して働きはじめた少し先輩たちのトークセッション、 

参加者からのチャットでの質問や感想を交えて深め、個人ワークとダイアログも行って考

えていきます。 

 

◎日 時：2022年 3 月 3日(木)19:00-21:00 

◎場 所：オンライン(Zoom利用)／無料 

◎費 用：無料 

 

◆学生（ボラ）のためのスタッフ研修 その３ コーディネート力を磨く 

全国の学生が集まるメインプログラムは、全体会と選択制の分科会でグループワークも交

えて考えていきます。 

 

◎日 時：2022年 3 月 16 日(水)13:00-18:00 

◎場 所：オンライン(Zoom利用)／無料 

□全体会 ボランティア活動の『無償性』をみんなで考える 

 -アルバイトでは得られない、ボランティアだからこその価値の言語化を試みてみる 

□分科会１ オンラインのあたたかい場づくり 

□分科会２ ソーシャル企画づくりのコツ 社会に小さな変化をつくるための立案から広

報まで 

 

 

（編集：ボランティアコーディネーター／広瀬） 

 

------------------------------------------- 

立教大学ボランティアセンター 

------------------------------------------- 

◎池袋キャンパス 場所：５号館１階 

◎新座キャンパス 場所：７号館２階 

◎ホームページ 

http://www.rikkyo.ac.jp/campuslife/support/extracurricular_activities/volunteer.

html 

◎メールアドレス volunteer@rikkyo.ac.jp 

◎TwitterID @rikkyo_volucen http://twitter.com/rikkyo_volucen/ 

◎Instagram https://www.instagram.com/rikkyo_vc/?hl=ja 

配信停止を希望の場合は以下の Google Formを送信してください。 

https://forms.gle/xFtZVvd94Je1nJwm7 
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